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１ はじめに 

 

宮城県では、低温による障害不稔の回避あるいは高温

登熟に伴う白未熟粒発生による品質低下の軽減に向け、

晩期栽培の普及を図っている。ところが移植時期を遅ら

せても出穂期の遅れが小さく、実際に５月末に稚苗を移

植しても、出穂期の前進化と早・遅植えでの出穂期幅の

短縮化がみられている。そこで、出穂期が安定して８月

中旬となる移植適期を策定するために、移植時期と出穂

期の変動を調査したところ、最近の出穂期の傾向に特徴

がみられたので報告する。 

 

２ 試験方法 

 

試験は「ひとめぼれ」（稚苗）を供試し、宮城県古川

農業試験場での栽培試験（2001～2007年）と発育予測モ

デルによる試算から移植時期別にみた出穂期の変動を調

査した。栽培試験の移植期は５水準（4/30～ 5/2,5/7 ～

10,5/13 ～ 16,5/20 ～ 23,5/28 ～30）を設定し、栽植密

度30cm×15cm、４本 / 株で手植えした。 

また、発育予測モデルは東北農研センター開発の主稈

葉齢モデル・幼穂発育モデルのパラメータを宮城県版に

改良したモデル1)を用い、日平均気温は古川アメダスデ

ータを使用した。 

 

３ 試験結果及び考察 

 

(1) 移植時期別にみた出穂期の変動状況 

2001年から2007年の栽培試験による移植時期別の出穂

期を表１に示した。５月30日植えの出穂期は2001年から

2003年までが８月20日過ぎ、2004年以降が８月10日～18

日となり、出穂期の前進化がみられた。 

また、５月初めと末の早・遅植えでの出穂期幅を比較

すると、2003年までが15日～23日間、2004年以降が５～

11日間と出穂期幅の短縮化がみられた。 

このような出穂期の前進化と出穂期幅の短縮化が2000

年以前はどのようになっていたかを知るため、発育予測

モデルによるシミュレーションで比較した。本報の栽培

試験では試験年次、移植期で異なる葉齢 2.0 ～ 2.8 の苗

であったことから、同一条件となるようモデルでは葉齢

2.5 に設定し出穂期を試算した。図１に示したように、

発育予測モデルと栽培試験による出穂期の幅を2001年以

降で比較すると、葉齢の違いもあり若干の差がみられた

ものの、2000年以前への適応は可能と考えられた。 

そこで、「ひとめぼれ」の本格的な作付けが始まった

1994年から発育予測モデルで出穂期幅をシミュレーショ

ンした。年次間差を比較すると、1994～97年、98～2003

年、2004年以降の 3 時期に傾向を区分することができ、

2004年以降の出穂期幅の短縮化傾向が確認できる。 

 

(2) 出穂期の変動に及ぼす各月の気温の影響 

次に、移植時期が早い場合と遅い場合で、出穂期に及

ぼす各月の気温の影響度を比較するため，月の平均気温

を説明変数とする重回帰式を求めた（式１～３ ）。  

５月１日移植の場合 

出穂時期（Y)＝－1.93Ｘ１－2.49Ｘ２  

－2.31Ｘ３＋定数項（ R=0.990 ）…式１ 

    Ｘ１：５月の平均気温 Ｘ２：６月の平均気温 

    Ｘ３：７月の平均気温 

５月31日移植の場合 

出穂時期（Y)＝－2.79Ｘ１－2.38Ｘ２  

－0.80Ｘ３＋定数項（ R=0.967 ）…式２ 

    Ｘ１：６月の平均気温 Ｘ２：７月の平均気温 

    Ｘ３：８月の平均気温 ( ８月10日まで） 

出穂期の幅 (Y) ＝1.97Ｘ１－0.22Ｘ２－0.05Ｘ３  

－0.90Ｘ４＋定数項（ R=0.879 ）…式３ 

   Ｘ１：５月平均気温 Ｘ２：６月平均気温  

Ｘ３：７月平均気温  

Ｘ４：８月平均気温 ( ８月10日まで )  

 

重回帰分析の結果から５月 1 日移植の場合、６月、７

月、５月の順に平均気温が影響し気温が高いほど出穂期

が前進する関係がある。同様に、５月31日移植の場合は、

６月、７月、８月の順に気温が影響する傾向がある。 



移植期の目安となる。 ５月初めと末の早・遅植えでの出穂期幅に対しては、

５月の気温が高いほど出穂期の幅が広がり、反対に５月

の気温が低く６～８月が高いと出穂期の幅が狭まり短縮

化が進むことになる。したがって、最近の出穂期幅の短

縮化は、５月の気温が低いことで早植えの生育が遅れ気

味となり、一方、６～８月の気温が高くて遅植えの生育

が追いつく現象により生じていると考えられる。 

 

４ まとめ 

 

５月初めと末に葉齢 2.5 の苗を移植するモデルによる

と、出穂期の幅は1994年から97年までが平均11日間、98

年から2003年までが15日間、2004年以降が10日間となる。

出穂期の幅に及ぼす各月の平均気温の影響は、５月に気

温が低く、６月以降が高いと大きく、この条件で出穂期

の幅が短縮する。また、出穂期が安定して 8 月10日とな

る移植期は、葉齢 2.5 の苗では古川の気象条件で 5 月10

～20日頃と考えられる。 

さらに、出穂期の幅が広かった2001年と最も幅が短縮

した2005年を例にとり、モデルによる葉数の推移と出穂

期の関係からどの時期に生育差が縮まるかを図２に示し

た。この結果でも、５月の葉数の進みの遅れが影響し出

穂期幅が短縮していることをみることができる。 

  

引 用 文 献 (3) 出穂期が安定して８月中旬となる移植適期 

 葉齢 2.5 の稚苗を想定した発育予測モデルにより出穂

期が 8 月10日となる移植期をシミュレーションした結果

を図３に示した。年次変動があるものの古川の気象条件

では５月10～20日頃に稚苗を移植すれば、概ね出穂期が

８月10日頃となると考えられ、晩期栽培を進める上での 

1) 結城裕美，日塔明広．2004．水稲の主稈葉齢予測モ

デル及び幼穂発育モデルの宮城県における地域適応性．

日作東北支部報 47： 37-38 ．  

 

  

  表１ 移植時期別にみた出穂期の変動状況（栽培試験結果） 

 
2001年2002年2003年2004年2005年2006年2007年

4/30～5/2 7/30 8/6 8/12 8/1 8/7 8/8 8/6
5/7～5/10 8/16 8/3 8/7 8/11 8/8
5/13～5/16 8/10 8/10 8/19 8/5 8/9 8/13 8/11
5/20～5/23 8/22 8/7 8/9 8/16 8/12
5/28～5/30 8/21 8/20 8/26 8/10 8/11 8/18 8/13

県の出穂最盛期） 8/2 8/7 8/13 8/2 8/7 8/10 8/8

8
植期5/1－5/30で
の出穂期幅(日）

15 10 5 1123 15

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１  5 月１日と31日移植（葉齢 2.5 ）を

想定した発育予測モデルよる出穂期幅

の年次比較 
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図２  発育予測モデルによる葉数の推移と出穂期

（左図2001年，右図2005年） 

古川アメダス

５月 ６月 ７月 ８月（10日まで）

2001年 15.0 18.9 23.8 20.6
2005年 13.0 20.0 21.2 25.8

平均気温（℃）

図３  発育予測モデルによる出穂

期が 8 月10日となる移植期の

シミュレーション結果 

（古川アメダス，葉齢 2.5 苗） 


